
 

 

Ⅲ 主な計画の概要 

１ 第３期みやぎ食と農の県民条例基本計画の概要 
 

農業政策室 

１ 策定及び見直しの趣旨と位置付け等 

・第３期みやぎ食と農の県民条例基本計画（以下「食農基本計画」）は、「みやぎ食と農の県民条例」に

基づき、食、農業及び農村の振興に関する基本的な計画として、令和３年３月に策定したものです。

計画の期間は、令和３年度を初年度とし、令和１２年度を目標年度とする１０年間となります。 

・食農基本計画の中間年度となる令和７年度に、社会情勢の変化等を踏まえ、中間見直しを行いまし

た。 

・「新・宮城の将来ビジョン」における農業分野の個別計画として位置付けています。 

 

２ 食農基本計画で目指す将来の姿 

（１）食農基本計画で目指す食と農の将来像 

キャッチフレーズ  

共創力強化～多様な人材が豊かな未来をつくる みやぎの食と農～ 

 

①食の将来像 

海・山・大地の豊かな恵みと東北の大消費地仙台を抱える強みを生かし、消費者と生産者の相

互理解を深めながら、食品産業等との連携を強化し、食のバリューチェーンをつなぎます。これ

により、「食材王国みやぎ」を全国に浸透させ、時代のニーズに対応した「豊かなみやぎの食」

をつくります。 

②農業の将来像 

食料の安定供給に向け、我が国の主要な農業県として、全国トップクラスの大区画水田整備率

や園芸栽培に適した気候や立地条件を生かし、スマート農業による生産性の高い水田農業や畜産

経営を展開するとともに、食品産業と連携しながら園芸の生産を拡大します。これにより、みや

ぎの農業を地域経済を支える産業として発展させます。 

③農村の将来像 

都市と農村の距離が近く、美しい風土や地域資源が豊富にある強みを生かし、郷土愛のある地

域人材が外部人材との協働により、多彩な“なりわい”を創出します。また、農村において人口

減少や高齢化に対応しながら魅力ある地域を維持していくため、デジタルトランスフォーメーシ

ョンの推進や防災機能を強化します。これにより、関係人口や移住希望者に選ばれる持続可能な

農村をつくります。 

 

（２）基本計画で掲げる目標（目標年 令和１２年） 

①食品製造業の製造品出荷額   ７，６００億円 

       付加価値額    ２，８５０億円 

②農業産出額          ２，３００億円 

③認定農業者数        ４，６００経営体 

④農地確保         １２２，１７５ｈａ  
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３ 将来像の実現に向けた施策の推進方向 

 

Ⅰ　時代のニーズに対応した県産食品の安定供給（豊かな食）

① 消費者による体験を通じたみやぎの食に対する理解促進

② 消費者によるみやぎの食材の利用促進

① 消費者視点によるバリューチェーンの構築

② みやぎの食材・食品のブランド化推進による国内外への販路開拓

① 生産から製造の各段階における適正管理の強化

② 科学的知見に基づく県産農畜産物の安全性評価

③ 様々なリスクを見据えた食料供給体制の構築

Ⅱ　次代の人材育成と革新技術の活用による戦略的な農業の展開（儲ける農業）

① 環境との調和に配慮した生産の取組支援と消費者の理解促進

② 資源循環型農業の推進と地域資源の活用促進

① 意欲ある農業経営者の確保・育成と円滑な経営継承

② 企業等の農業参入推進

③ 多様な働き手が活躍する取組支援

① 生産性向上のためのスマート農業の推進

② 時代のニーズに対応した農業技術の開発と現地普及

① 農業の成長産業化に向けた農業基盤整備

② 中山間地域等における農業生産の効率化と優良農地の確保

③ 担い手への農地集積・集約化の推進

④ 農業水利施設等のストックマネジメントの推進（農業用水の安定供給）

① 需要に応じた米生産

② 実需に対応した大豆・麦類づくりの推進

③ 主要農作物種子の安定生産・供給

④ 収益性の高い園芸作物の推進

① 先進技術を駆使した施設園芸の推進

② 大区画ほ場等を活用した露地園芸の推進

③ 安定供給体制強化のための産地拡充と地域の特色を生かした品目の振興

④ 食品関連企業との連携強化

① 地域の中心となる先進的畜産経営の拡大

② 自給飼料生産基盤の強化

③ 優良種畜の確保と生産基盤の拡大

Ⅲ　ひと・もの・ちえを総動員した持続可能な農村の構築（活力ある農村）

① 農村を支える人材育成と体制整備

② 交流拡大による関係人口の創出

③ 農村におけるデジタルトランスフォーメーションの推進

① 地域資源の掘り起こしと磨き上げによる高付加価値化

② 地域運営組織等による地域資源を活用したなりわいの創出

③ 「地消地産」による地域経済循環の構築

① 野生鳥獣による農作物等被害対策の強化

② ジビエ利活用の拡大

③ 野生生物の適正な管理

① 農村の地域資源保全活動の推進による多面的機能の維持・発揮

② 中山間地域等における農地の維持・保全

③ 農業水利施設の持続的な保全管理体制の構築と土地改良区の運営基盤強化

① 農村地域の防災・減災対策の推進

② 田んぼダム等農村地域の洪水調節機能の効果的な発揮

③ 農業水利施設等のストックマネジメントの推進

④ 農村地域の生活環境の維持

 施策13
野生鳥獣による農作物被害対策の

強化とジビエ利活用の拡大

 施策14
地域資源の保全管理による営農・

農村環境の維持

　施策15
農業・農村の強靭化による地域防

災力の強化

　施策10
生産基盤の拡大による畜産の競争

力強化

　施策11 関係人口と共に創る活力ある農村

　施策12
地域資源を活用した多様ななりわ

いの創出

　施策７
基盤整備と集積・集約化による農

地利用の高度化

　施策８
需要に応じた米生産と水田農業の

収益力強化

　施策９
先進的大規模拠点を核とした園芸

産地の確立

　施策４
環境との調和に配慮した持続可能

な農業の推進

　施策５
みやぎの農業を支える多様な人材

の確保・育成

　施策６
先進技術等を活用した農業生産の

効率化と高度化

　施策１
県民による豊かなみやぎの食と農

への理解と地産地消の促進

　施策２
市場ニーズの変化に対応する県産

食品の販売力強化

　施策３
県民への安全・安心な食料の安定

供給
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